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議事

1. SDGs取組みにおける要件例の公表に向けて

2. 先導的事例の調査・研究(糸島市へのヒアリング)
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1. 先導的事例の調査・研究(糸島市へのヒアリング)
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議事2 自律的好循環形成の先導的事例の調査・研究 ー進め方について

 地方創生ＳＤＧｓ金融の考え方に沿う先導的な事例を調査し、またヒアリング調査による事例の実態把握を行う
 「先導的事例」として公表し、今後各自治体・金融機関・事業者にて適宜参考としていただく

（１）調査の目的と位置づけ

自律的好循環形
成事例

地方創生SDGs金融の全体像を総合的に説明したもの
が、「地方創生に向けたSDGs金融の推進のための基本
的な考え方」。こちらの参考事例として自律的好循環の
形成に向かっている事例を調査し、ヒアリングを通じて先
導的な事例としての示唆を抽出する

基本的な考え方 基本的な考え方 別冊

参考：昨年度のヒアリング結果
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議事2 自律的好循環形成の先導的事例の調査・研究 – ヒアリング先取組概要(糸島市)

糸島市九州大学国際村構想 ー産学官金連携による学術研究都市づくりー

(右) 国際寮 2020年8月オープン
(左) 国際ホテル 2021年8月オープン

参画者
福岡県糸島市
九州大学
セトル株式会社
西日本ファイナンシャルホールディングス
西日本シティ銀行

取組概要
⽷島市、九州⼤学、⻄⽇本シティ銀⾏、地元不動産会社、⻄⽇本フィナンシャルホールディン
グスの５者で「地域の国際化に関する協定」を締結。それぞれの経営資源を活かしながら、学
⽣寮、外国人留学⽣の短期滞在施設、ホテルの整備等を⾏うほか、糸島市が、交流施設、コ
ンベンション施設、スーパーマー ケットなどを誘致

背景
九州大学による糸島市へのキャンパス移転を計画。しかし学生宿舎やスーパー等の生活利便
施設の不⾜が問題となった。また、九州大学は、⽂部科学省の「スーパーグローバル⼤学」に選
定されており、現在も多くの外国人留学⽣が在籍。留学⽣や研究者向けの滞在施設の整備も
課題であったことから、⼤学を核とした学術研究都市として、海外留学⽣や外国人研究生が集
まる多文化共生のまちづくりを目指す

主なアウトカム
• 九州大学国際村における外国人居住者数及び居住率の増加
• 糸島市における外国人居住者数及び居住率の増加
• 学生寮の満室稼働

出典：「糸島市九州大学国際村構想」実現化第1弾『国際寮』と『国際ホテル』の概要 - 糸島市
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取組体制の全体像

https://www.city.itoshima.lg.jp/s045/010/080/020/040/QSettleInternational.html
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